
2021年現在，日本の教育は「主体的対話的で深い学び」を柱に大きく変わろうとしています．並行
してGIGAスクール構想の推進によって，児童・生徒に1台タブレットが配布され，子ども達の学び
方も多様化していくでしょう．これらの動きを端的に表現すると「教師が教壇にたって板書中心に授
業するのではなく，児童・生徒が個別に，時に子ども同士力をあわせて学習をすすめるスタイルへの
パラダイムシフト」と言えそうです．
　そこで，日本の参考になる国として，「子どもの個別学習」で先駆する北欧フィンランドやスエー
デン，オランダに注目します．今回は，これらの国々で実際にどのような授業が行われているか調査
した結果をもとに，これからの日本の学校建築について考えてみたいと思います．［垣野義典］

第一部  講演「これからの学校建築ー日本，オランダ，フィンランド，スウェーデンを横断して」
　　　　　　 講師　垣野義典  東京理科大学理工学部建築学科准教授

 東京建築士会杉並支部講演会　
  連続企画第3回「よりよい学校施設づくりをめざして」

   

日　時：2022年1月14日（金）　18時～20時
会　場：ZOOMウェビナーによる講演会
第一部：講演　垣野義典 東京理科大学理工学部建築学科准教授
第二部：パネルディスカッション　長澤 悟　垣野義典　村上美奈子(コーディネーター)
参加費：￥1,000
C P D：2単位
参加方法：参加ご希望の方は下記アドレスにアクセスし，必要事項を入力しお申し込み下さい
　　　　　https://suginamiarch.peatix.com
問合せ先：suginamiarch@gmail.com　　当日の連絡先：090-2632-2047　石橋利彦
　

第二部  パネルディスカッション　長澤 悟　垣野義典　村上美奈子(コーディネーター)



講師 プロフィール

垣野義典 
東京理科大学理工学部建築学科准教授
1975年京都市生まれ 
東京理科大学卒業，東京大学大学院博士課程修了　
東京理科大学助手，助教　
フィンランド・アアルト大学（旧ヘルシンキ工科大学）客員研究員，
豊橋技術科学大学建築･都市システム学系准教授 を経て現職
2019年～2020年　オランダ・デルフト工科大学客員研究員
専門分野は教育施設を中心とした建築計画
日本や北欧，オランダをを横断しながら学校建築計画の研究を行
っている

パネリスト プロフィール

長澤　悟
東洋大学名誉教授・教育環境研究所所長
国立教育政策研究所文教施設研究センター客員研究員
1948年横須賀市生まれ
東京大学卒業，同大学院博士課程修了．東京大学助手，
日本大学工学部教授，東洋大学理工学部教授を経て現職
専門分野は教育施設・地域施設を中心とした建築計画，設計
教育方法の変革，地域の核となる学校，木の活用等をテーマに，
教職員・PTA・地域住民・子どもたち等が参加する計画プロセス
をとりながら「学校づくり」として新しい学校のあり方を提案し
ている
文部科学省　学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議副主査
受賞歴に日本建築学会賞［作品］，日本建築学会賞［業績］  等

村上美奈子
計画工房主宰　杉並建築会代表
建築家　コミュニティアーキテクト
1940年広島県生まれ　
東京芸術大学卒業，同大学院修士課程修了
専門分野は建築設計，地域，地区計画，住環境整備
蚕糸試験場周辺不燃化まちづくり，
新宿区若葉地区「2棟連結増殖型共同建て替え」，
放射5号線･玉川上水まちづくり，墨田区亀沢景観まちづくり，
阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり　等
杉並第十小学校移転前後における教育環境の影響調査，
日本建築学会子ども教育支援建築会議の設立に寄与し，杉並区内
の学校における環境教育の実践にかかわる　
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当日は
こちらから
参加してください�


